
藩主 内容

延宝 5 ( 1677 ) 年 10 月 2 日 4代豊昌
布告に依れば、毎月三日、十三日、二十三日、武芸の師家はその弟子をつれて藩主邸に
て稽古することになっている。

元禄 16 ( 1703 ) 年 9 月 日 5代豊房 林六太夫守政、小笠原流の故実礼節の伝授を受ける。

享保 17 ( 1732 ) 年 7 月 7 日 8代豊敷 林六太夫守政、逝去、享年70歳。

宝暦 10 ( 1760 ) 年 12 月 日 9代豊雍
文武課業に、抜刀は帯屋町の南会所で稽古し、式日には藩主や奉行職が臨場して検分す
ることになっている。

文化 5 ( 1808 ) 年 11 月 14 日 11代豊興 山内家日記によれば、山田喜藤次が長谷川流居合、中根文五郎が大森流居合を演武

天保 15 ( 1844 ) 年 正 月 日 13代豊煕 谷村亀之丞、居合術を家芸として一家を創立、馬廻末子という格式に取り立てられる。

弘化 元 ( 1844 ) 年 11 月 日 13代豊煕 山内容堂、谷村亀之丞より居合根源の巻、目録を受ける。

嘉永 2 ( 1849 ) 年 11 月 10 日 15代豊重(容堂) 細川義昌、生まれる。

嘉永 5 ( 1852 ) 年 10 月 10 日 15代豊重(容堂) 大江正路、生まれる。

文久 2 ( 1862 ) 年 3 月 20 日 15代豊重(容堂) 吉田東洋の藩政改革に依り芸家制廃止

廃止された居合術家　山川久蔵幸雅(馬廻末子三人扶持切符五石)谷村亀之丞自雄(小姓組
三人扶持切符十石)下村茂市定(小姓組三人扶持切符十石)

4 月 日 15代豊重(容堂) 文武館(後の致道館)完成

4 月 8 日 15代豊重(容堂) 吉田東洋暗殺さる

6 月 21 日 15代豊重(容堂) 芸家制復活

10 月 3 日 15代豊重(容堂) 谷村亀之丞病死、五藤孫兵衛正亮(山内家家老の一族)跡を継ぐ

慶応 元 ( 1865 ) 年 月 日 15代豊重(容堂) 芸家制再度廃止

明治 3 ( 1867 ) 年 9 月 8 日 15代豊重(容堂) 大政奉還

江戸期の土佐における居合関係史

年月日



線が二本線は 線が破線は 線が一本は子孫(養子の可能性もある。はっきり養子と判明したのは破線)

居合の師弟関係 養子 尚、土佐に於いて芸家は世襲が基本であったので、林家の縦線は
一本で記載しているが、当然居合の師弟関係でもある。
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河野稔百錬

なお、松吉某については河野先生の「無双直伝英信流居合兵法叢書」の自序には「松吉八左衛門久盛」とあり、113頁では「松
吉貞助久盛」と記載されている。

中山博道 亀吉茂平

五藤孫兵衛正
亮

大江正路

穂岐山波雄

福井春政

依田万蔵敬勝
改名　池田和太夫

島村義郷 細川義昌

林政之丞政護
谷村亀之丞自

雄

山川久蔵幸雅 林益之丞政誠

坪内清助 下村茂市
林八郎次政承

林弥太夫政敬

大黒元右衛門清
勝

縫之丞正靖
林助五郎政彬 林安太夫正詡

(足達甚三郎)

松吉八左衛門久
盛

林六之丞政長

英信流　土佐に渡った以降の道統

英信流は、目録を授けて免許とし、根元の巻を授けて皆伝とした。

平尾道雄　「土佐　武道と仇討ち」

大黒茂左衛門

林六太夫の妻の
妻 林六太夫守政 安田道玄

弟か妹



大江正路 穂岐山波雄 福井春政 河野百錬 中西岩樹 松田栄馬 竹村静雄 西川倍水 曽田虎彦 西川倍水 山内豊健 山本晴介 山本宅治 田岡伝 森繁樹 鈴江吉重 宇野又二 政岡壹實 坂本土佐海 溝渕忠広

大正 10 68歳
30歳8月3日

宗家継承
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演武者
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演武者
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昭和 2
74歳

ご逝去
36歳　教士

43歳

精錬証

29歳
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教士 精錬証 精錬証
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精錬証
41歳 37歳 演武者 31歳 22歳 9歳

昭和 3 精錬証
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教士
教士 教士 精錬証

28歳

演武者
　

昭和 10
44歳

ご逝去

51歳

宗家継承
37歳

45歳

演武者
41歳

49歳

錬士
演武者 45歳 30歳 17歳

昭和 11 教士

昭和 12 錬士

昭和 13
40歳

錬士

昭和 14  
45歳

教士

昭和 15
42歳

達士

54歳

教士
錬士

昭和 21
62歳

範士

48歳

範士

昭和 24 65歳 51歳 55歳 63歳

昭和 25
52歳

宗家継承
25.1.9逝去

昭和 34 68 75 61
73歳　　ご

逝去
54 41

昭和 46
87歳

ご逝去
73歳 66歳 53歳

昭和 49
76歳

ご逝去

剣道 教士 不明 不明 教士七段 範士八段 教士七段 教士七段

居合道 範士 範士(追贈) 名人位 名人位 教士 範士 教士 範士 教士 範士九段 十段 範士九段 教士 錬士 範士九段 教士七段

「精錬証」「演武者」は、武徳会高知支部演武者名簿上の名称。河野先生の称号は大日本居合道図譜による。段位は、剣道については全日本剣道連盟、居合道はそれぞれの所属連盟による。

土佐の居合人を全て網羅しておりません。また、生年月日不明の場合、年齢未記載となっております。

区分

河野先生が入門時以降の土佐の居合人の段位・満年齢等

一番右端の溝渕忠広氏は、高知の剣道家であり、教育者。高知県体育史の、剣道及び居合道について執筆されている。

最終

段位

昭和21年以前の称号は大日本武徳会による。尚「達士」とは「教士」のことである。


